
①整備により、通学路の安全性を確保

②児童の保護者が安全性・安心感の向上を実感国道４９号 谷田川地区歩道整備
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そう思う ややそう思う 変わらない あまりそう思わない そう思わない

児童の安全性が向上した

歩道が広くなり、歩きやすくなった

児童通学時の安心感が向上した

歩車分離により、自動車視点の安心感が向上した

※出典：保護者アンケート調査（R5.1月）

整備前

郡山市立谷田川小学校指定の歩道狭小・不連続の通学路で、歩道を拡幅・新設（令和４年１０月）

■通学児童の保護者の約９割が安全性・安心感の向上を実感

▲整備効果の実感

歩道が一部未整備
児童の安全な歩行が確保されていない

整備後

歩道拡幅・歩道新設により
安心・安全に児童が通行可能

▲保護者の声

以前より危険性を感じていた箇所
でしたが、事業により安全な歩道
が綺麗に整備されて嬉しいです。

また、通学児童だけでなく、高齢者
の方や自転車も通行する道です
が、安心して通行ができるように
なったと思います。

整備効果

福島県
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